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指摘事項 
 

 評価できる点 
内臓型リーシュマニア症の簡便な検査法を確立するために、尿検体を用いた

イムノクロマト法の開発を目指し、患者検体を用いたアッセイで複数の原虫由

来のペプチド断片が同定されている等、一定の研究成果は創出できたことは評

価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
原虫由来タンパク質が尿中に存在することは明らかにしたものの、ターゲッ

トとなる抗原が得られず、目標としていたイムノクロマト法による検査キット

の作成などに関わる成果は全く得られなかった。今後も抗原抗体反応の特異性

や抗原エピトープの確認など、系の確立までに時間がかかることが予想され、

他種検体を用いるなど現状の打開策の検討が望まれる。 
 

以上 


